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（
救
済
及
び
解
決
の
原
則
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
よ
る
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
は
、
継
続
補
償
受
給
者
等
に
対
す
る
補
償
が
確
実
に
行
わ

れ
る
こ
と
、
救
済
を
受
け
る
べ
き
人
々
が
あ
た
う
限
り
す
べ
て
救
済
さ
れ
る
こ
と
及
び
関
係
事
業
者
が
救
済
に
係
る

費
用
の
負
担
に
つ
い
て
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
等
の
責
務
）

第
四
条

国
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
事
業
者
及
び
地
域
住
民
は
、
前
条
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
、
救
済
を
受
け
る
べ
き
人
々
が
あ
た
う
限
り
す
べ
て
救
済
さ
れ
、
水
俣
病
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

救
済
措
置
の
方
針
等

（
救
済
措
置
の
方
針
）

第
五
条

政
府
は
、
関
係
県
の
意
見
を
聴
い
て
、
過
去
に
通
常
起
こ
り
得
る
程
度
を
超
え
る
メ
チ
ル
水
銀
の
ば
く
露
を

受
け
た
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
、
四
肢
末
梢し

よ
う

優
位
の
感
覚
障
害
を
有
す
る
者
及
び
全
身
性
の
感
覚
障
害
を
有
す
る

者
そ
の
他
の
四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害
を
有
す
る
者
に
準
ず
る
者
を
早
期
に
救
済
す
る
た
め
、
一
時
金
、
療
養
費

及
び
療
養
手
当
の
支
給
（
以
下
「
救
済
措
置
」
と
い
う
。）に
関
す
る
方
針
を
定
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

既
に
水
俣
病
に
係
る
補
償
又
は
救
済
を
受
け
た
者
及
び
補
償
法
第
四
条
第
二
項
の
認
定
の
申
請
、
訴
訟
の
提
起

そ
の
他
の
救
済
措
置
以
外
の
手
段
に
よ
り
水
俣
病
に
係
る
損
害
の
て
ん
補
等
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者

を
救
済
措
置
の
対
象
と
し
な
い
旨

二

四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害
を
有
す
る
者
に
準
ず
る
者
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
口
の
周
囲
の
触
覚
若
し
く
は
痛

覚
の
感
覚
障
害
、
舌
の
二
点
識
別
覚
の
障
害
又
は
求
心
性
視
野
狭
窄さ
く

の
所
見
を
考
慮
す
る
た
め
の
取
扱
い
に
関
す

る
事
項

三

費
用
の
負
担
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項

３

第
一
項
の
方
針
の
う
ち
一
時
金
の
支
給
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、関
係
事
業
者
の
同
意
を
得
る
も
の
と
す
る
。

４

政
府
は
、
関
係
事
業
者
に
対
し
、第
一
項
の
方
針
に
基
づ
き
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

５

関
係
事
業
者
は
、
前
項
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
時
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６

関
係
事
業
者
は
、
前
項
の
支
給
に
関
す
る
事
務
を
第
十
七
条
第
二
項
の
指
定
支
給
法
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

７

関
係
県
は
、
第
一
項
の
方
針
に
基
づ
き
療
養
費
及
び
療
養
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

８

政
府
は
、
関
係
県
が
前
項
の
支
給
を
行
う
と
き
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
当
該
関
係
県
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行

う
も
の
と
す
る
。

（
水
俣
病
被
害
者
手
帳
）

第
六
条

政
府
は
、
前
条
第
一
項
の
方
針
に
お
い
て
、
同
項
及
び
同
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
県
が
水

俣
病
に
も
見
ら
れ
る
神
経
症
状
に
係
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
に
現
に
そ
の
医
療
に
係
る
措

置
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
交
付
す
る
水
俣
病
被
害
者
手
帳
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

関
係
県
は
、
前
条
第
一
項
の
方
針
に
基
づ
き
水
俣
病
被
害
者
手
帳
の
交
付
を
し
た
者
に
対
し
て
、
療
養
費
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

３

政
府
は
、
関
係
県
が
前
項
の
支
給
を
行
う
と
き
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
当
該
関
係
県
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行

う
も
の
と
す
る
。

第
三
章

水
俣
病
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

第
七
条

政
府
、
関
係
県
（
補
償
法
第
四
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
関

係
事
業
者
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
向
け
て
次
に
掲
げ
る
事
項
に
早
期
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

救
済
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
。

二

水
俣
病
に
係
る
補
償
法
第
四
条
第
二
項
の
認
定
等
の
申
請
に
対
す
る
処
分
を
促
進
す
る
こ
と
。

三

水
俣
病
に
係
る
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
。

四

補
償
法
に
基
づ
く
水
俣
病
に
係
る
新
規
認
定
等
を
終
了
す
る
こ
と
。

２

政
府
、
関
係
県
及
び
関
係
事
業
者
は
、
早
期
に
あ
た
う
限
り
の
救
済
を
果
た
す
見
地
か
ら
、
相
互
に
連
携
し
て
、

救
済
措
置
の
開
始
後
三
年
以
内
を
目
途
に
救
済
措
置
の
対
象
者
を
確
定
し
、
速
や
か
に
支
給
を
行
う
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
及
び
関
係
県
は
、
救
済
措
置
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
の
周
知
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

公
的
支
援
を
受
け
て
い
る
関
係
事
業
者
の
経
営
形
態
の
見
直
し

（
指
定
）

第
八
条

環
境
大
臣
は
、
関
係
事
業
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
関
係
事
業
者
を
、こ
の
章
の
規
定
等
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
関
係
事
業
者
が
公
的
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
関
係
事
業
者
が
そ
の
財
産
を
も
っ
て
債
務
を
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

三

当
該
関
係
事
業
者
が
第
五
条
第
五
項
の
一
時
金
の
確
実
な
支
給
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。

四

水
俣
病
に
係
る
補
償
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
事
業
再
編
計
画
）

第
九
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
定
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
事
業
の
再
編
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
事
業
再
編
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
環
境
大
臣
の
認
可
を
申
請
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
及
び
当
該
株
式
会
社
が
設
立
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
数
を
特
定
事
業
者
が

引
き
受
け
る
こ
と
。

二

特
定
事
業
者
が
、
個
別
補
償
協
定
に
係
る
債
務
、
水
俣
病
に
係
る
損
害
賠
償
債
務
及
び
公
的
支
援
に
係
る
借
入

金
債
務
そ
の
他
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
債
務
に
係
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
事
業
を
前
号
の
株
式
会
社
（
以
下
「
事

業
会
社
」
と
い
う
。）に
譲
渡
す
る
こ
と
（
以
下
「
事
業
譲
渡
」
と
い
う
。）。

三

特
定
事
業
者
が
、
事
業
譲
渡
の
対
価
と
し
て
事
業
会
社
が
新
た
に
発
行
す
る
株
式
を
引
き
受
け
る
こ
と
。

四

事
業
再
編
計
画
の
実
施
及
び
事
業
譲
渡
の
時
期
に
関
す
る
事
項

五

前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
で
あ
っ
て
、
特
定
事
業
者
の
事
業
の
再
編
に
必
要
な
事
項

六

事
業
会
社
の
事
業
計
画

七

事
業
譲
渡
の
時
に
お
け
る
特
定
事
業
者
が
総
数
を
保
有
す
る
事
業
会
社
の
株
式
の
評
価
額

八

第
二
号
に
規
定
す
る
個
別
補
償
協
定
に
係
る
債
務
、
水
俣
病
に
係
る
損
害
賠
償
債
務
及
び
公
的
支
援
に
係
る
借

入
金
債
務
そ
の
他
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
債
務
の
支
払
に
関
す
る
特
定
事
業
者
の
資
金
計
画

２

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
特
定
事
業
者
が
第
五
条
第
一

項
の
方
針
に
基
づ
く
一
時
金
の
支
給
に
同
意
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
申
請
に
係
る
事
業
再
編
計
画
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
認
可
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

個
別
補
償
協
定
の
将
来
に
わ
た
る
履
行
及
び
公
的
支
援
に
係
る
借
入
金
債
務
の
返
済
に
、
救
済
措
置
の
開
始
の

時
点
及
び
救
済
措
置
の
対
象
者
の
確
定
の
時
点
に
お
い
て
支
障
が
生
じ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

事
業
会
社
の
事
業
計
画
が
特
定
事
業
者
の
事
業
所
が
所
在
す
る
地
域
に
お
け
る
事
業
の
継
続
等
に
よ
り
当
該
地

域
の
経
済
の
振
興
及
び
雇
用
の
確
保
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

特
定
事
業
者
が
事
業
再
編
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
会
社
の
設
立
及
び
事
業
会
社
へ
の
事
業
譲
渡
そ
の
他
の

行
為
に
よ
っ
て
特
定
事
業
者
の
債
権
者
に
対
す
る
債
務
の
履
行
に
要
す
る
原
資
が
減
少
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

四

そ
の
内
容
が
債
権
者
の
一
般
の
利
益
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
譲
渡
等
に
関
す
る
特
例
）

第
十
条

株
式
会
社
で
あ
る
特
定
事
業
者
（
以
下
「
特
定
会
社
」
と
い
う
。）が
そ
の
財
産
を
も
っ
て
債
務
を
完
済
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
特
定
会
社
は
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
四
百
四
十
七
条
第

一
項
並
び
に
第
四
百
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
次

に
掲
げ
る
事
項
で
あ
っ
て
、
前
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
事
業
再
編
計
画
（
以
下
「
認
可
事
業
再
編
計
画
」
と
い

う
。）に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

事
業
譲
渡

二

資
本
金
の
額
の
減
少
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